2017年5月6日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第1章11～20節
・引用：第6章22、29節、第5章18節、第12章18節

　前回はサマーディの結果についてお話ししました。
第6章22節にあるように、悟りより高いものはなく、悟ることができれば苦しみや悲しみに煩わされることはないのです。

これに勝るものはないという至高の境地に達すれば、たとえいかなる困難に遭おうとも、ヨーギーの心は少しも動揺することがない。//22
皆さんは誰もが、喜び、平安、幸福を求めていて、そのために一生懸命お金を稼いだり、結婚したり、名声を得ようと人生を送っていますが、ギーターは悟りについて「これ以上の喜びはない」という肯定的な表現をすることで、皆さんのやる気を喚起しています。
いっぽう否定的な表現では、これも皆さんの誰もが望む「苦しみや悲しみを避ける」ことも悟りによって可能である、と言っています。
その意味は、「苦しみや悲しみの原因は存在していても、悟った人はそれに影響されない」ということです。
たとえば船で河や海を航行する時、水は船の外側にあり船内まで浸水しては来ません。
埃だらけの道を歩く時でも、靴を履いていれば足は汚れません。
靴がなぜ発明されたかについて、面白い話があります。

昔歩いて足が汚れることを嫌ったある王が、どうしたらよいか家臣に相談しました。

大勢の掃除人にその場所を掃かせた結果、埃が舞い上がり呼吸するのも苦しくなりました。
別の家臣の意見を入れて水を撒かせたところ、埃は収まりましたがあたり一面泥だらけになりました。

最後にある職人が動物の皮で王様の足を覆うというアイデアを出し、問題は解決しました。
靴を履いていれば足が埃で汚れることはなく、棘で傷つくこともありません。

同様に悟ったなら苦しみ、悲しみの影響を受けません。

悟りは僧侶や哲学者のためのものではありません。

悟りは、「喜びが欲しい、苦しみは避けたい」という皆さんのためのものです。

次にサマーディ(悟り)によってもたらされる別の結果について説明しますが、その話の前に私から少しコメントします。

普通の人が自分以外の人を見る場合、自分と他人は違い、また他人同士も違う、「皆バラバラで別々である」という見方をします。

これが悟った人の場合は、same-sightedness(平等視/同等視)の視点からすべてを見ています。

ヨーガの見方ではすべてはひとつなのです。
外側を見ると皆バラバラに見えますが、内側はひとつです。

第6章29節を読んでください。

また本当に真理を覚り、あらゆるものを同等に視るヨーギーは、万物の中に自己を見、自己の中に万物を見る。//29
「同等に見る」がポイントであり、平等視、同等視のことです。
ヨーガを実践してサマーディに入った人は、神とつながっているヨーガ・ユクタートマー(yoga-yukutatma)であり、その人はヨーガの見方ですべてを同等に見るのです。
イークシャテー(iksate)という言葉は直訳すると「目で見る」ことですが、ここでの文脈に沿って解釈すると「理解する」という意味になります。

何を理解するのかといえば、人間のみならずすべての生き物(ブータ：bhuta)、それは動物や魚だけではなく植物も含んでいますが、さらにそれにとどまらずより包括的に物質の中にも我々と同等のアートマンが存在している、という理解です。
石のようなものの中にも意識はあるがそれは眠っているという意味で、物質の中にもアートマンが存在する、と言っているのです。
眠ってはいても物質の中にも間違いなくアートマンはあります。

ウパニシャッドは、「ブラフマンは遍在である」(Sarvam khalvidam brahma)と言っています。

ある場所にはあって別の場所にはないということはなく、すべての場所、すべてのもの、すべての生き物の中にアートマン(ブラフマン)は存在します。

ただしその現れ方が違うのであり、この点を理解することが重要です。

ヨーガの見方ではすべてのものの中にアートマンを見ることができますが、我々の普通の見方ではそれができないのは、この現れ方の違いが原因です。

ヨーガの見方ではものの中に、表に現れていないアートマンを見ることができるのです。

たとえば微小の原子(atom)がどれほどの力(核エネルギー)を持っているか我々は知りませんが、科学者には分かります。
万物に遍在するブラフマンはヨーガの見方で見ることができ、もしすべてのものの中に同じアートマン、意識、魂を見ることができたなら、「すべてのものの中に私と同じアートマンがあり、私の中にすべてのものと同じアートマンがある」という結論に達します。

私のアートマン　＝　すべてのもののアートマン

これが物理学におけるアインシュタインのＥ＝ＭＣ２に対比し得る霊性の等式(equation)です。
すべてはブラフマン(アートマン)なので、あなたのアートマンと私のアートマンは同じ、あなたのアートマンの本性と私のアートマンの本性は同じなのです。

アートマンの本性とは、サッチダーナンダ(絶対の－存在・知識・至福)です。
アートマンという言葉だけではなく、その本性が同じだということを理解してください。

今日の参加者の皆さんも外から見ると、名前も、形も、着ている服も、年齢も、性別も、職業もバラバラです。しかしその外側の違いを取り除いて内側の本質を見ると、皆同じです。

外から中へ、体から魂へと視点を変えると、同じものが見えます。

ここで言う体とは、肉体(粗大な体)、精妙な体、原因体のすべてを合わせたものと考えてください。体という視点ではそれぞれ別々ですが、アートマンという視点では皆同じです。
外から見ると皆別々で、内側から見るなら皆同じであるというこれまでの説明をよく理解してください。
では別々に見える原因は何でしょうか。
ひとつには「私/私の　－　あなた/あなたの」という考え方に原因があります。

結婚や人間関係についても、このような考え方があるのではないでしょうか？

皆さんもよく「うちのお母さん、うちの奥さん、うちの旦那さん」などと言います。

余談ですが私が日本に来て初めてこの言い方を聞いた時、「うち＝家／建物」だと思っていたので最初は混乱しました。
後になって「うちの　＝　私の」の意味だと分かりました。
このように私と他のものが別々であるという考え方は、結婚や人間関係(家族関係)の基礎になっています。

また「私は男/あなたは女、私の国/あなたの国、私の仕事/あなたの仕事、私の宗教/あなたの宗教」など、性別、国籍、職業、宗教について語る時にもこの考え方が影響しています。

好き嫌いに関しても、「私の好きなもの/嫌いなもの」と区別する考え方が根底にあります。
ヨーガの見方ができない皆さんにとって、自分とそれを取り巻くものがバラバラに見えるのは普通のことです。
私から皆さんへの質問は、世界が分離して見えるより基本的な原因は何か？ということです。

「私/私の」という考え方を基礎として、結婚、人間関係、性別、国籍、職業、宗教などが原因で「私と他者」が別々のものとして見えるのですが、もっと根本的な原因はなんでしょうか？　我々の中には皆同じアートマンがあると考えられないのはなぜでしょうか？
・参加者「アートマンを囲むパンチャ・コーシャの影響」

・スワミ「パンチャ・コーシャよりもっと基本的な原因はなんですか？」
・参加者「マーヤーのせいで」

・スワミ「マーヤーのアイデアを使えば何でも説明できてしまいます。もっと詳しい説明をしてください。『無知』と言うのもマーヤーと同じです。」

・参加者「エゴや執着」

・スワミ「もっと考えてみてください」

もっと基本的な説明をするなら、

プラクリティの中にサットワ・ラジャス・タマスがあるから
これが原因です。我々は皆プラクリティで作られているのです。
我々の心もサットワ・ラジャス・タマスで出来ていますし、我々の眼も、我々が見るものもまたサットワ・ラジャス・タマスで出来ています。

我々のものの見え方にもサットワ・ラジャス・タマスがあり、それが自然で普通です。

我々の中に元々サットワ・ラジャス・タマスがインプットされており、それは我々の責任ではなく我々を創った人の責任です。

もちろんその比率はまちまちですが、プラクリティの中に最初からサットワ・ラジャス・タマスという別々のものが混在していたのです。

我々は心で見て頭で理解するのですが、心も頭もサットワ・ラジャス・タマスで出来ていて、その結果見るものそれぞれが別々のものとして見えるのです。
さて別々に見える原因は今説明しましたが、それでは別々に見えることの何が問題なのでしょうか？　なぜヨーガの見方をしなければならないのでしょうか？
今は私が皆さんに質問しています。

自分で考えようとせずに、ただ私の説明を聞くだけでは理解は深まりません。

私の答えより皆さんがどう考えるかが重要です。

どんな勉強でも自分の中で「なぜなのか？」という疑問を持たずに、ただ覚えるだけでは自分のものになりません。哲学、科学、どんな学問でも基本は「どうして？」という自問自答です。

疑問が多いほど答えも多くなり、理解も深くなります。
聖典による説明もできますし、もちろん私自身も私なりの答えを用意していますが、聖典や私が思いつかないようなより良い回答があるのではないかと期待して、今質問しているのです。
これは私の経験上からも言えることであり、また皆さんの本性には絶対の知識があるはずだからです。どうして別々に見えることに問題があるのでしょうか？　いかがですか？
・参加者「それぞれが自分は他者とは違うと考えることで両者の間に衝突が起こり、両者の関係の調和が崩れ、その結果皆苦しむことになるから」

現代の我々が抱える大きな問題が人間関係の不調和です。

私も日本に来てからこの問題について悩んでいる多くの人からの訴えを聞きました。

「あの人とは合わない、この人とも合わない」ということの原因は、内側の同一性に目を向けずに、外側の差異ばかりを見てしまうからです。
嫉妬、憎しみ、争い、自惚れ、の源もここにあります。

「私はあなたとは違う。あなたより優れている」という考えが自惚れを生みます。

他者との違い、他者の否定的な姿にのみ注目するなら、人間関係はうまくいきません。
嫉妬、憎しみ、争い、自惚れは人間関係の不調和をもたらし、その結果我々は苦しみ、悲しみます。ですから違いではなく、同一性を見るヨーガの見方が必要なのです。

哲学上や想像上の議論ではなく、我々の人生に関係のある重要な話をしているのです。

どこが違うのかと考えるのではなく、どこが同じなのかを見るべきです。

外側から内側に目を向けるべきなのです。我々に必要なのは協調です。
そのための基礎が、「我々は皆同じアートマン」と言う考え方です。

・参加者「アートマンという考えの前に人間への愛が必要ではないですか？」
他者の中にも自分と同じアートマンがあると考えることで、結果的に愛が生まれます。

次にどのようにすればヨーガの見方ができるのか、について説明します。
先ほど第6章29節を読みましたが、その中の　サルヴァットラ　サマ・ダルシャナハ(sarvatra sama-darshanah) という言葉に注目してください。
すべてのもの、人について(sarvatra)、同等に見る(sama-darshanah)という意味です。
第5章18節を見てください。

真理に関する知識と謙虚な心を有する賢者は、僧侶も、牛も、象も、犬も、犬喰いも、一切差別することなく、すべてを平等に観る。//5-18

ここでも「平等に観る」がポイントです。
プラクリティの影響で普通の我々にはすべてが別々に見えています。

ギーターのこの節では別々に見えるものの例を僧侶、牛、象、犬、犬喰い、と順番に挙げています。犬喰いとは「犬を食うような賤民」のことで、昔はチャンダーラ(chandala)と呼ばれていて、死体を火葬することなどを職業にしていました。
日本にも昔は同じように火葬を仕事にしていた人たちがいたと思います。

この一番低いカーストの人達は普通の人から避けられていて、普通の人と親しく交わったり、結婚したりすることはできませんでした。これはインドも日本も同じです。

この節では、一番高いカーストの僧侶(ブラーミン)から最下位のカーストの犬喰いまでを例に挙げることで、我々の「違いを見る見方」に対してヨーガの「同一性を見る見方」を説明しようとしています。
賢者はもちろん真理に関する知識を持っている人のことですが、ここでそれに加えて　謙虚な心を有する　という形容がついているのには理由があります。
たくさん勉強して知識があっても、自惚れがあるなら尊敬されません。
またブラーミンでありながら聖典の勉強もせず、神のことが好きでない人もいます。

真理の知識を持ち、かつ謙虚な人が皆から尊敬されるのです。

ブラーミンからチャンダーラ(火葬人、清掃人)へというカーストの順位だけでなく、ここでは動物にも牛、象、犬と順番がつけられています。
『バガヴァッド・ギーター』はインドの聖典なので、インドの社会を前提として書かれていることを理解してください。

インドでは雌牛は女神のごとき神聖な動物として、人々から敬意を払われています。

インドには火の儀式がありますが、そこで用いられるとても重要なものとしてギー(精製されたバター)があります。

ギーはもちろん雌牛の乳から作られます。

また雌牛からはギーだけでなく、牛乳、バター、チーズ、ヨーグルト、などいろいろな食べ物が採れます。ですからインドでは牛を殺すことはしません。
また牛乳は完全食とも呼ばれ、牛乳だけを飲んで生きていくことができるとも言われています。

昔は厳しい霊的実践の間、牛乳と果物だけを摂って過ごすことがありました。

ですからヒンズー教徒は雌牛をとても敬うのです。

次に象は体は大きいですが、タマス的なサムスカーラを持つ動物であると考えられています。
動物の中にもサットワ・ラジャス・タマスがあります。

インドで雌牛はラジャス的、象と犬はタマス的であると考えられています。

インドでは誰もは犬に触ろうとはしません。
犬と言うと皆さんはペットとしての犬のことを思い浮かべますが、現在の常識で考えないでください。50年前と今とは全く違います。

昔は日本にも野良犬がたくさんいましたが、誰も野良犬には触ろうとはせず、家にも入れなかったはずです。インドでも日本でも、昔はペットという概念すらありませんでした。

牛乳は飲んでも犬の乳を飲む人はいません。

また象ならその上に人が乗っていろいろな作業に使えますが、犬ではそれもできません。

興味深いのは『バガヴァッド・ギーター』のこの18節は、動物を並べるその順番についても深く考えられているということです。

先ほども勉強する時に「なぜなのか？」という疑問を持つべきだと言いましたが、この節で例として取り上げられている動物がなぜ他の動物ではなく、牛、象、犬なのか考えてください。

そこまで考えると勉強が面白くなります。

次に第12章18節を見てください。

友も敵も等しく扱い、名誉不名誉に関心なく、寒暑苦楽に平気であり、苦楽にも超然としており、いかなるものにも執着せぬ人や、//12-18
友と敵という対立するものが、ここでは「別々」の例として挙げられています。

sama-darshanah               (第6章29節)
sama-darshinah               (第5章18節)
samah shatrau cha mitrecha   (第12章18節)
すべて同等視、平等視(same-sightedness)のことであり、この　sama　という言葉は『バガヴァッド・ギーター』のいたるところに出てきます。
samatvam yoga uchyate        (第2章48節)
はとても有名な表現です。

この　サマットヴァム(samatvam)　はとても大切な概念で、外からは別々に見えるすべての人やものの中に同じ存在(アートマン)がある、という考え方です。
そうしないと先ほども言った、不調和、争い、自惚れが起こります。

これが『バガヴァッド・ギーター』の重要な結論であり、サマットヴァム ＝ ヨーガ　とも言えます。そしてこの平等視は普通の人にとってはとても難しいことです
それはこの平等視が我々一般のものの見方と正反対だからです。

普通の見方は「不平等視」ですがヨーガの見方は「平等視」であり、これはヨーガに留まらず人生の目的であり、人類全体、文明、理想的な社会、宇宙が目指すべき姿です。

この調和を可能にするのはヨーガであり、国際会議を開いて議論したり、書物を書いたりしてもそれは言葉だけに過ぎず、解決できることがあったとしても物質的な問題に限られます。
ここでヨーガというのは肉体的なことだけではなく、また呼吸法のことだけでもありません。

それらは狭い意味でのヨーガです。

この次のスワミ・ヴィヴェーカーナンダ生誕祝賀会でのスピーチのテーマは、「統合的ヨーガへの気付き」です。

私は喜ばしく思っているのですが、最初に日本に来た20年ほど前はヨーガと言えば肉体的なことだけを意味していたのが、最近ではそれが変化してきて、今各地にたくさんあるヨーガのグループでは、瞑想の指導も行われるようになっています。

ですが瞑想はヨーガの最終目的ではなく、ヨーガは調和、平等視のことなのです。

このことは頭では理解できますが、実践するのがどれほど困難なのか例を挙げます。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダは悟った人でした。彼はニルヴィカルパ・サマーディを経験していて、すべての人の中に同じブラフマン、アートマンが存在することを知っていました。ただの学者とは違いました。
シュリ・ラーマクリシュナの没後、スワミ・ヴィヴェーカーナンダはインドの社会を知るために、また僧でもあったので巡礼の目的も兼ねて、インド各地を旅しました。
スワミジはインドの社会を改革したいと思っていたので、そのためにはまず社会を見る必要があったのです。
スワミジには水タバコを吸う習慣がありました。水タバコは日本はどうか分かりませんが、インドや中国では普通に吸われており、シガレットよりやや面倒ですが、ニコチンは水に溶けてしまうので衛生的です。
旅先で疲れたスワミジは、タバコを吸いたくなりました。
道端の木陰で水タバコを吸っている人を見かけたスワミジは、自分にも吸わせてもらえないかと頼みました。
そのタバコを吸っていた人は、「お坊様、申し訳ないのですが私はとても低いカーストの人間です。ですからあなたにタバコを吸わせて差し上げるわけにはいきません」と答えました。当時のインドでは戒律がとても厳しく、高いカーストの人間は低いカーストの人間に物を乞うことはせず、またその逆に低いカーストの人間も高いカーストの人間に物を上げることはしないのが普通でした。
その男の率直な返事を聞いたスワミジは一度は納得しました。
出家する前のスワミジは、戦士のカーストに属していました。
しばらく歩いてからスワミジは思いました。
「私は出家僧であり、出家僧になるとカーストはなくなる。だから今の私にはカーストはない。さらに私は常々すべての人の中にブラフマンがいると説き続けているし、それだけではなく実際にブラフマンを経験している。その私がカーストの戒律に縛られそうになるとは、そのサムスカーラのなんと強いことよ。私は間違っていた」。
こう考えたスワミジはタバコを吸っている男のところに引き返し、再度タバコを乞いました。
もうひとつスワミジのエピソードがあります。
タージマハルに行く途中の砂漠の州ラジャスタンのある県の王は、スワミ・ヴィヴェーカーナンダの弟子でした。
自分を訪ねてきたスワミジを、王は音楽でもてなそうと考えました。
女性歌手を呼んでスワミジの前で歌わせることにしましたが、女性歌手は日本で言えば芸者のような接待業であり、このような女性歌手の歌を聴くことは、出家僧には禁じられていました。
スワミジは王の招待を断りたかったのですが、王が「彼女は歌が上手く、歌も神に関する歌なのでぜひ来て下さいと」と強く求めるので、しぶしぶその招きに応じました。
女性歌手はヒンズーの聖詩人スールダースの歌を歌いました。
その歌詞は、「神様！　私にはたくさんの良くない性質がありますが、どうか気にしないでください。なぜならあなたは平等に見る目をお持ちだから。たとえば無知な人は『これは鉄、これは金』と区別しますが、賢い人はすべての中にブラフマンを見ます。あなたは神なのですからどうか区別をしないでください」というものでした。
甘美な声で歌われたこの歌を聴いたスワミジはとても感動し、「おお母よ！私を許してください。あなたを軽蔑していた私が間違っていました」と言いました。
平等視、同等視が理解はできても、本当のヨーガの実践がいかに容易でないか、スワミジの例を二つ挙げました。

次にホーリー・マザー(サラダ・デーヴィー)の例を紹介します。
ホーリー・マザーはシュリ・ラーマクリシュナの妻でしたが、普通の意味での妻ではなく霊的な妻でした。

『ホーリー・マザーの生涯』の中には、今日のテーマ(平等視：same-sightedness)と関係のある逸話がたくさん出てきます。

ホーリー・マザーは最上位のカーストの人であり、その霊性はとても高く、多くの人からただ尊敬されているだけでなく、礼拝されるほど神聖な方でした。
にもかかわらず、低いカーストの人や罪人や泥棒のような人達にも分け隔てなく接していました。
当時のインドではヒンズー教徒はイスラム教徒を見下していました。
アムザールという男はイスラム教徒であり、その上泥棒でした。
ホーリー・マザーは田舎に住んでいましたが、アムザールは日頃から他の人と同じようにホーリー・マザーのことを「お母さん」と呼んでいて、またホーリー・マザーもアムザールのことを他の皆と同様に愛していました。
ある時アムザールがやって来たので、ホーリー・マザーは自分の姪に対しアムザールに食事を与えるよう言いました。
姪はアムザールがイスラム教徒で泥棒なのを知っていたので、アムザールに近寄らずに食べ物を遠くから投げ与えました。
その様子を見ていたホーリー・マザーは、「そんなふうに食べ物を投げられたら、誰だって不愉快になります。あなたが嫌ならそう言ってください。私がアムザールに食べさせます」と姪をきつく叱りました。
そしてアムザールの近くに座り、自分で食事を与えました。
この時にホーリー・マザーが語ったとても有名な言葉があります。「私にとってこの人(アムザール)とシャラッドは同じです」。
このシャラッドとはシュリ・ラーマクリシュナの直弟子であるスワミ・サラダーナンダジの出家前の名前です。
悟った聖者であり、『ラーマクリシュナの生涯』の著者であり、ラーマクリシュナ僧団のGeneral Secretaryも務めたとても地位の高い人でした。
普通の人間は地位の高い人と低い人に対する応対が違います。会社のＣＥＯに対するのとホームレスの人に対するのとでは、普通の人は接し方が違うはずです。
このホーリー・マザーの態度こそがヨーガなのです。

インド大使館のこのクラスで勉強するのは良いことですが、それだけでは十分でなく、ヨーガは実践が伴わなければ意味がありません。
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